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【支部⾧あいさつ】 

北陸支部 支部長 髙橋 修 

（長岡技術科学大学 教授） 

 

日頃から(一社)日本建設機械施工協会 北陸支部の会員の皆様には、建設事業の

機械化推進はもとより、北陸地域のインフラ整備および経済発展にご尽力いただき、厚

く御礼を申し上げます。 

昨年１月に発生した能登半島地震に対する災害支援、インフラ復旧においても会員

各位からご理解を賜り、被災地の復旧と復興に貢献していただいております。昨年６月

には「令和６年度能登半島地震対応における功労者」として、北陸地方整備局より感謝

状を頂戴しております。これもひとえに会員皆様のご理解とご努力の成果であると感謝

を申し上げる次第であります。 

また昨年１１月には「功労者企業」として、当支部会員の企業３社が北陸地方整備局

より感謝状をいただきました。あわせて同１１月に当支部は、(公社)全国防災協会から

「全国災害復旧及び災害防止事業功労者」として表彰されております。まことに名誉な

ことであり、重ねて関係各位に感謝いたします。 

本年１月に当支部が幹事となって「ゆきみらい 2025 in 上越」を開催し、多くの来場者

を迎えることができました。雪をプラスと考えるシンポジウム、雪に関する研究発表、雪関

連見本市、除雪関連機器の展示・デモ等が行われ、来場者は興味のあるイベントに参

加して貴重な情報を収集することができました。特に、ICT 技術を駆使した除雪機材や

ガイダンスシステムは最先端のものであり、今後ますます除雪作業の軽減や安全性向上

が期待されるものと思われます。 

このような状況下、2024 年には i-Construction 2.0 が動き出しました。i-Construction

は 2016 年頃から本格的にスタートし、当初は土工で運用されていましたが、その後工種

を増やして順次拡大していきました。i-Construction 2.0 では、既往の ICT 技術を更に

深化させて、2040 年度までに建設現場の省人化を少なくとも 3 割達成させ、生産性を

1.5 倍向上させることを目指しています。すなわち、建設分野での機械化やデジタル化

がより促進され、我々関係者には更なる創意工夫と高いスキルが求められることになりま

す。時代を先取りするという考えを持って、頑張りましょう。 

最後になりますが、自然災害の激甚化と頻発化が懸念されているところでありますが、

我々の生活環境を保全し、安全・安心なインフラを整備していくためには、会員皆様の

変わらぬご理解とご協力が不可欠となります。引き続きご指導、ご鞭撻をいただけますよ

うお願い申し上げます。 



　

　

　

　

　

丸山支部長挨拶

日本建設機械施工協会は、支部毎に会員の支部会

費や講習会などの事業収入があり、支部独自の会計

があることから、北陸支部規程の定めにより支部通

常総会を5月22日（水）新潟東映ホテルにおいて開催

しました。

総会は議決権総数130社のうち出席議決数105社

（うち委任状出席者48社）が出席され、上杉総務委

員長の司会で進められ、丸山支部長の挨拶後に書記

の任命、総会成立宣言、議事録署名人の選任を行い、

議事が進められました。

議事は、第1号議案の「令和5年度事業報告」に関

する件、第2号議案の「令和5年度決算報告」に関す

る件について上程し、異議なく承認されました。続

きまして、第3号議案の「令和6～7年度役員に関する

件」を上程し、役員名簿(案)の20人体制で諮ったとこ

ろ異議なく承認されました。

丸山支部長には14年の長きにわたり支部長の大役

をお勤めいただきましたが、このたび退任され、後

任には長岡技術科学大学教授の髙橋修氏が就任され

ました。

なお、副支部長は引き続き新潟トランシス㈱の和

田学氏と㈱興和の齋藤浩之氏が再任されました。

続いて、第4号議案の「令和6年度事業計画」に関

する件および第5号議案の「令和6年度収支予算」に

関する件については、3月22日に第48回本部理事会で

決議された旨を報告し、異議なく報告を終了しまし

た。

その他として、協会本部の事業計画について書面

配布されました。

以上で議事を終了し、議長より北陸支部の運営に

ついて、各会員への引き続きのご指導ご支援をお願

いして総会を終了しました。

北陸支部運営委員会名簿

岩見本部業務執行理事の挨拶

北陸支部通常総会Report
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第１３回 通常総会

総 会

支 部 長 髙橋　　修 長岡技術科学大学　教授

副 支 部 長 和田　　学 新潟トランシス㈱　取締役 齋藤　浩之 ㈱興和　代表取締役社長

運 営 委 員 日下部久夫 ㈱植木組　代表取締役社長 坂本　勝則 日本キャタピラー（同） 北信越地区営業本部長

遠藤　聡一 遠藤鋼機㈱　代表取締役 堀　　吉伸 日本道路㈱　執行役員北信越支店長

市村　　稿 ㈱加賀田組　代表取締役社長 齋藤　弘幸 日立建機日本㈱　関東甲信越支社新潟支店長

北川　隆明 北川ヒューテック㈱　代表取締役社長 野口健太郎 ㈱日の出自動車　代表取締役

横山　慶一 コベルコ建機日本㈱　上信越支社長 山田　和司 福田道路㈱　執行役員新潟本店長

川崎　幸司 コマツカスタマーサポート㈱ 東京関越カンパニー新潟事業部長 岡崎　克典 北越工業㈱　生産調達部長

山本　達也 大成ロテック㈱　北信越支社長 近藤　　淳 （一社）北陸地域づくり協会　理事長

小野寺裕一 東亜道路工業㈱　北陸支店長 真柄　卓司 真柄建設㈱　代表取締役社長

米岡　拓彦 ㈱ＮＩＰＰＯ　執行役員北信越支店長



　
通常総会に合わせて、永年会員・永年役員

表彰、優良建設機械運転員・整備員表彰の授

与式を、上杉総務委員長の進行により実施し

ました。

永年役員表彰では、北陸支部長をお勤めい

ただいた丸山暉彦氏と真柄建設㈱真柄卓司代

表取締役社長の2名が表彰され、永年会員表彰

では会員期間60年の企業2社、40年が4社、20年

が1社がそれぞれ本部表彰として、岩見業務執

行理事より、感謝状と記念品が授与されまし

た。

また、会員企業からの推薦を基に、優良建

設機械運転員10名、整備員1名に、髙橋 (新)支

部長より表彰状と記念品が授与されました。
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永年会員、永年役員、優良建設機械運転員・整備員表彰

本部表彰（永年会員・永年役員）

支部表彰（優良建設機械運転員・整備員）

記念撮影（永年会員・永年役員） 記念撮影（優良建設機械運転員・整備員）

● 永年会員　：本部表彰

北陸支部団体会員 会　社　名

会員期間60年 　北川ヒューテック㈱

　㈱吉光組

会員期間40年 　㈱上原自動車工業

　水機工業㈱

　道路技術サービス㈱

　北陸ハイウエイ建設㈱

会員期間20年 　昱工業㈱

● 永年役員表彰（７年以上）　：本部表彰

（敬称略）

氏　　　名 　　　　　　会社名・役員名

丸山　暉彦
　長岡技術科学大学　名誉教授
　（一社）日本建設機械施工協会　北陸支部長

真柄　卓司 　真柄建設㈱　代表取締役社長

● 優良建設機械運転員・整備員　：支部表彰
（敬称略）

種　別 氏　　名 所　　　属

運 転 員 戸 田　　　誠 　㈱笠原建設

〃 高 木　昌 宏 　鹿島道路㈱

〃 竹 澤　秋 男 　世紀東急工業㈱

〃 小 林　政 一 　㈱戸田組

〃 五 十 嵐　満 　長岡舖道㈱

〃 白 岩　友 紀 　福田道路㈱

〃 梅 本　純 一 　㈱北越トラスト

〃 藤 由 　　 潤 　本間道路㈱

〃 角 谷　 　 睦 　㈱森下組

〃 松 田　 　 寛 　北川ヒューテック㈱

計 10名

整 備 員 後 藤　雅 人 　㈱日の出自動車

計 1名



　 支部通常総会に合わせて、特別講演として、

北陸地方整備局企画部長 信太啓貴様から「北

陸けんせつミライ2024」と題してご講演をい

ただきました。

講演内容は、能登半島地震への対応、北陸

地方整備局の事業、北陸けんせつミライ2024

の取組、インフラ分野のＤＸ推進など、多岐

にわたりご講話いただき、参加した協会員に

おかれては、興味深い内容を真剣に拝聴され

ておりました。

北陸地方整備局 信太企画部長 講演

例年、総会・表彰式・特別講演の終了後には、

懇談会が実施されております。

懇談会は、来賓を代表して岩見本部業務執行

理事より挨拶を頂き、副支部長の新潟トランシ

ス㈱の和田取締役からの乾杯のご発声により開

始されました。

懇談会の中締めは、(一社)北陸地域づくり協会

の近藤理事長に締めて頂きました。

なお、北陸支部の堤事務局長が、今回の通常

総会を最後に退任となることも紹介されました。

乾杯の発声（和田副支部長）

懇談会

特別講演

中締め（近藤運営委員と今回の

総会で最後となる堤事務局長）

■講演概要

Ⅰ．能登半島地震対応 　　　気候変動に対応した適切な工期・作業環境
　　　R6能登半島地震　能登半島　道路復旧の経緯 　　　工事書類スリム化ガイドの策定
　　　R6能登半島地震　能登半島　道路の復旧状況 Ⅳ．インフラ分野のＤＸ推進
　　　河道閉塞等の箇所と対策状況 　　　北陸インフラＤＸ人材育成センターの概要
　　　照明車を活用した多様な被災地支援 　　　　・研修ルーム・ＤＸルーム
　　　散水車を活用した給水支援 　　　i-Construction2.0（建設現場のオートメーション化）
　　　災害対策用機械の現地活動を支えた協力事業者 　　　建設現場のｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ化に向けたﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ施策
Ⅱ．予算の概要 　　　　・施工のｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ化
　　　北陸地方整備局　直轄事業費の推移 　　　　・データ連携のｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ化（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ）
　　　５カ年加速化対策の推進について 　　　　・施工管理のｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ化（ﾘﾓｰﾄ化・ｵﾌｻｲﾄ化）
Ⅲ．北陸けんせつミライ2024 　　　建設現場のｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ化に向けたトップランナー
　　　北陸の元気を支える建設業未来創造アクションプラン 　　　北陸地整での先行事例➀（砂防堰堤の遠隔施工）
　　　週休2日適正工期宣言制度について　 　　　北陸地整での先行事例②（映像操作体験会）
　　　建設業における2024問題への対応 　　　北陸地整での先行事例③（ダンプトラックの運行管理）
　　　災害時における時間外労働規制について 　　　北陸地整での先行事例➃（ダンプ積載量管理）



　

　

　

　

　

　

令和6年能登半島地震対応の概要

能登半島地震対応における功労者表彰
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令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地

震」では、国土交通省保有の照明車、散水車(給水

機能付き)、待機支援車など、約150台の災害対策

車両が全国からTEC-FORCE派遣され、富山防災

センターを拠点として、被災各地での夜間照明支

援、給水支援などの応急対策活動が行われました。

この活動に対して、北陸地方整備局より感謝状

が授与されたほか、(公社)全国防災協会より功績

が認められ、功労者表彰を受賞しました。

R6.1.14 災害対策車両の集結状況 （富山防災センター）

北陸地方整備局 記者発表資料より

JCMA北陸支部は北陸地方整備局との災害協定

に基づく活動として、会員企業の㈱三越、千代田

機電㈱、㈱山崎サービス 3社により、現地に派遣

された災害対策車両の故障を未然に防ぐため、長

時間稼働している車載型発電機のエンジンオイル

を現地作業で交換したほか、不具合が発生した機

器等の現地修理を実施しました。

令和6年1月～3月の間に3社で現地対応した件数

は18件にのぼり、早期復旧に欠かせない災害対策

車両の良好な稼働状況を下支えしたことは、顕著

な功績がありました。

災害対策車両の活動を支えた

現地整備作業

R6.11.11 全国災害復旧等功労者表彰式 （砂防会館別館）

表彰式等 式典月日 式典会場 受賞者

北陸地方整備局
　功労者団体　感謝状贈呈式

 令和6年6月21日(金) 北陸地方整備局 (一社)日本建設機械施工協会　北陸支部

北陸地方整備局
　功労者企業　感謝状贈呈式

 令和6年11月8日(金)・11日(月)
金沢河川国道事務所
北陸地方整備局

㈱三越、千代田機電㈱、㈱山崎サービス

(公社)全国防災協会
　全国災害復旧及び災害防止事業功労者表彰

 令和6年11月11日(月) 砂防会館別館 (一社)日本建設機械施工協会　北陸支部

R6.6.21 北陸地方整備局 感謝状贈呈式



　

　

　

　

　

ゆきみらい2025 in 上越

≪除雪機械展示・実演会≫

ゆきみらい2025 in 上越の開催概要

「ゆきみらい」は、国・地方公共団体・企業・

NPO・市民団体等により、克雪・利雪技術の課題

や研究、雪に強い街づくり、雪国の自然環境・歴

史・文化の継承など、ハード、ソフト両面にわた

る様々な取り組みに対する意見交換や情報交換、

並びに全国へ雪国の情報発信を行うことで、雪国

の未来を展望し、地域の活性化を図ることを目的

として開催されるものです。

「ゆきみらい」の前身は、昭和37年度に山形県

新庄市で開催された「除雪機械展示及び実演会」

であり、昭和60年度から「ゆきみらい」として開

催、昭和63年度以降は、これまで個別開催されて

いた「シンポジウム」「研究発表会」「見本市」

及び「除雪機械展示・実演会」の４つの行事が同

時開催となりました。北海道、東北、北陸の３地

域のリレー開催で毎年冬季に実施されるものです。

今回は「未来を紡ぐ雪国文化」を開催テーマに、

新潟県上越市 リージョンプラザ上越 において、令

和7年1月30日(木)、31日(金)の２日間にわたり「ゆ

きみらい2025 in 上越」が開催されました。

【実施概要】

出展社数：12団体（民間11社＋北陸地方整備局）

展示車両・機器：25台

実演社数・機種： 4団体、5機種

来場者数：2,370人（1/30 1,030人、1/31 1,340人）
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オープニングセレモニー

ゆきみらい見本市会場、除雪機械展示・実演会場が隣接し

ていることから、リージョンプラザ上越 エントランスロ

ビーにて合同でオープニングセレモニーが実施されました。

除雪機械展示･実演会場

当協会が主催する「除雪機械展示・実演会」は、

除雪機械の展示や実演により高度化された最先端の

機械や装置を紹介するとともに、冬期の道路交通確

保における除雪機械の役割を来場の皆様に広く理解

していただくことを趣旨として実施するものです。

今回は リージョンプラザ上越 駐車場 特設会場に

おいて、除雪機械メーカー及び官公庁合わせて12団

体から除雪機械、装置等を出展いただきました。

開催期間中は積雪は少なかったものの、両日とも

みぞれ混じりの降雪、強風といった悪天候にも関わ

らず多数の来場をいただきました。

北陸支部での運営は、平成30年に富山市内で開催

して以来７年振りとなりましたが、北陸地方整備局

及び出展各社並びに会場設営に従事いただいた会員

企業（ハイウェイ・リバーメンテナンス㈱、㈱アク

ティオ新潟支店）の多大なるご協力に、この場をお

借りして厚く御礼申し上げます。



　

【展示内容】ロータリ除雪車ＨＴＲ３０８Ａ、凍結防止

剤散布車ＮＷＳ２５ＳＳ５、歩行者検出アラートシステ

ム＊を搭載したＨＴＲ８８を展示（＊北海道大学と共同開発）

【展示内容】作業のワンオペ化を実現する自動散布シス

テムを搭載した湿潤式凍結防止剤散布車ＭＳ－４０ＳＷ

Ｔを展示

【展示内容】滞留車両発生時等での活動を想定した防

災用ＥＶバイク２台を展示、雪上や積雪斜面での走破

性を実演

廣瀬昌由 技監（左から３人目）、中川 幹

太 上越市長（左から２人目）の視察

Akashiya Communication

３ 新潟トランシス

１ 範多機械

１０ 岩崎工業９ ＮＩＣＨＩＪＯ

７ 中日本高速オートサービス

【展示内容】スノープラウ道路段差回避システム、中

分除雪ブラシを装備した１０ｔ級除雪トラックを展示、

３Ｄサラウンドマルチビュー等を室内展示

髙松 諭 北陸地方整備局長（右から２人

目）の視察

ＩＣＴ除雪トラック（国土交通省 北

陸技術事務所）の実演状況

1 範多機械株式会社

2 日野自動車株式会社

3 ＵＤトラックス株式会社

4 名古屋電機工業株式会社

5 飛鳥特装株式会社

6 株式会社タイショー

7 中日本高速オートサービス株式会社

8 メルコモビリティーソリューションズ株式会社

9 株式会社ＮＩＣＨＩＪＯ

10 岩崎工業株式会社

11 ＫＡＮＥＫＯ重機株式会社

12 国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所

出展企業・団体

： ＪＣＭＡ 北陸支部 会員

北陸支部会員の出展・実演状況

除雪機械展示・実演会 （展示ブース配置状況）



　

　

　

　

　

除雪機械安全施工技術講習会

除雪機械安全施工技術講習会の開催概要

本除雪講習会は、降雪期における道路除雪作業

に使用する除雪機械を運転するにあたって、道路

における危険を防止し、安全及び効率的な施工を

習得していただくことを目的に開催しているもの

です。

この講習会は、昭和56年に除雪機械安全点検整

備講習会としてスタートし、その後、昭和61年か

ら除雪機械管理施工技術講習会として、また、令

和2年度からは安全管理に関する内容を充実させ、

「除雪機械安全施工技術講習会」として実施して

いるものです。

直轄道路や県管理道路では、本講習の受講を除

雪機械乗務の資格要件として義務付けているとこ

ろもあり、定期的に受講していただきたいことか

ら、当支部としては前回受講から5年以内の再受講

を推奨しております。

開催場所としては、例年、富山会場と新潟会場

では2日間の開催としていますが、今回、富山の

会場施設が1日しか確保できなかったため、金沢

会場と上越会場を2日間としました。

なお、(一社)全国土木施工管理技士会連合会の

継続学習制度の対象プログラムとして登録してお

り、希望者にはCPDS受講証を発行しています。

講習会開催場所及び講習内容

講習内容については、交通管理者（各県警察）

からの講話が新型コロナの影響で令和2年度以降中

止となっていましたが、令和6年度から再開しまし

た。
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会 場 名 開催日時 会　　　　　場 受講者数

魚 沼 会 場 10月 3日(木) 魚沼市地域振興センター　 188名

新 発 田 会 場 10月 8日(火) 新発田市カルチャーセンター 75名

新 潟 会 場 (1) 10月10日(木) 新潟県建設会館 88名

上 越 会 場 (1) 10月15日(火) 上越商工会議所 75名

上 越 会 場 (2) 10月16日(水) 上越商工会議所 41名

長 岡 会 場 10月18日(金) ハイブ長岡 173名

金 沢 会 場 (1) 10月24日(木) 石川県地場産業振興センター 93名

金 沢 会 場 (2) 10月25日(金) 石川県地場産業振興センター 48名

富 山 会 場 10月29日(火) 富山産業展示館大会議室 95名

新 潟 会 場 (2) 10月30日(水) 新潟県建設会館 84名

合　計 　7会場10回 960名

科　目 講　師

(北陸地方整備局からの講話) 本局・事務所

(交通管理者からの講話) 各県警察

除雪ドーザ・除雪グレーダの点検、取扱い上の留意点 除雪機械メーカ担当者

ロータリ除雪車・凍結防止剤散布車の点検、取扱い上の留意点 除雪機械メーカ担当者

除雪施工法について 除雪施工技術担当者

除雪作業における安全管理他について 除雪施工技術担当者

令和6年度の講習会開催は、これまでの受講者

数やアンケートの意見等を踏まえ、新潟・富山・

石川の3県内で7箇所において10回（10日）の開催

といたしました。

上越警察署の講話 =認知度UP行動=
（上越会場）



　

過去５カ年の講習会受講者数の推移

講習会受講者の年齢構成（受講者アンケートより）

受講者に実施したアンケートによると、過

去5ヵ年の年代別割合はそれほど変わってい

ませんが、昨年度当支部が発表した「道路除

雪オペレータ実態調査」では令和4年時点で

除雪オペレータに占める51歳以上の割合が

44％と高年齢化が進んでいるのに対して、本

講習会（R6）の受講者の割合は50歳以上が

35％、50歳未満が65％と、中堅～若手の受講

者が多くなっています。また、同アンケート

のオペレータ・助手へ乗務経験を問う設問で

は「今冬初めて乗務」が24％、「1～3年乗

務」が24％と、合わせて全体の約半数を占め

ており、各企業とも除雪現場への新規入場者

を増やし、除雪オペレータの担い手確保に努

力されていることが伺われます。

魚沼会場の講習状況

Akashiya Communication

令和2年度から令和6年度までの5カ年で受

講者数の推移をみると、はっきりした理由は

不明ですが、記録的な少雪年だった令和元年

度の翌年は受講者数が大幅に減少しています。

一転して、令和2年度冬期は平成18年豪雪を

上回る大雪の年となり、翌令和3年以降の受

講者数は毎年100名単位で増加傾向となって

います。

令和6年度は受講者が減少に転じていますが、

前年の令和 5年度冬期は北陸管内の累計降雪

量が10カ年平均の7割程度と少雪であったこと、

能登半島地震復旧工事等の対応がこの時期に

繁忙となっていたことなどの影響が考えられ

ます。

また、会場別の申込状況でみると令和6年度の受講受付開始から早々に定員に達したのは「魚沼会場」と

「富山会場」であり、こうした受講ニーズが高い地区での開催日数を増やしていく必要があると感じてお

り、次年度の会場確保に反映していく予定です。

富山会場の講習状況 金沢会場の講習状況



　

　

　

　

　

〔中級〕 ＩＣＴ施工研修の実施支援

研修内容（カリキュラム）

北陸ICT戦略推進委員会の取組計画に基づき、北陸

地方におけるICT施工の普及・拡大を目的として、昨

年度までは建設会社の入門者クラス、実践者クラス

のICT建機オペレータを対象として、ICT活用講習会

を実施してきました。

令和6年度は、北陸技術事務所内に新たに開所した

「北陸インフラＤＸ人材育成センター」の業界向け

研修計画の一環として「〔中級〕ICT施工研修」が開

催されました。

Report

5

本研修は、建設企業におけるICT施工の内製

化を推進するため、ICT施工に携わる技術者を

養成する内容となっており、令和6年8月27日～

28日の2日間で、北陸管内の建設会社26社より各

社1名の受講により実施されました。

当支部からは、研修の補助作業として、会員

企業からの講師派遣、研修に必要な資機材の提

供、会場設営等の支援を実施しました。

なお、当支部会員の建設企業からも5社が受

講しています。

時　　　間　　　割
場所： 北陸インフラＤＸ人材育成センター(北陸技術事務所)

（1日目）

8月27日

（火）

整備局

（2日目）

8月28日

（水）

整備局

８ ９ １０ １１ １２　

3次元データの
作成②
・BHへの施工
データ入力

　１３ １４ １５ １６ １７

ア
ン
ケ
ー

ト
提
出
・

閉
講

整備局

　DX技術体験
　（DXルーム）

　ICT施工演習
　・3DMCによる操作演習
　・遠隔操縦の操作演習

（日本建設機械施工協会北陸支部）

受付

整備局

休憩

整備局

ICT施
工の概
要

　3次元データの作成①
　・入力データ準備
　・3次元データの作成
　・3次元データの出来形管理
　　　※福井コンピュータ(株)　社
　　　　製ソフトウェア使用

（日本建設機械施工協会北陸支部）

ア
ン
ケ
ー

ト
提
出
・

閉
講

整備局 整備局 （日本建設機械施工協会北陸支部）

受付
ICT施
工の概
要

　3次元データの作成①
　・入力データ準備
　・3次元データの作成
　・3次元データの出来形管理
　　　※(株)建設システム　社
　　　　製ソフトウェア使用

休憩

3次元データの
作成②
・BHへの施工
データ入力

整備局

　ICT施工演習
　・3DMCによる操作演習
　・遠隔操縦の操作演習

　DX技術体験
　（DXルーム）

（日本建設機械施工協会北陸支部）

研修会場（北陸インフラＤＸ人材育成センター）

北陸地方整備局 記者発表資料

〔中級〕 ＩＣＴ施工研修の概要



　

Akashiya Communication

研修実施状況（研修ルーム）

開講挨拶

(小幡建設情報・施工高度化技術調整官)
ICT活用の概要について
(小林 施工企画課長補佐)

三次元設計データ作成

(8/27福井コンピュータ)
※福井コンピュータのソフトウェア使用

三次元設計データ作成

(8/28建設システム)
※建設システムのソフトウェア使用

三次元施工用データ作成

(8/27・28日本キャタピラー協力企業)

座席配席図

研修実施状況（屋外実習エリア）

ICT施工-3DMC施工実習
〔演習盛土〕

3DMC遠隔施工実習
〔遠隔操作室〕

今回の研修は、国総研のＤＸデータセンターにアクセ

スして行う三次元設計の演習から、現場のICT建機の施

工実習までを一連で体験・習得できる実践的な内容と

なっており、北陸地方整備局が実施した受講者アンケー

トでは、研修全体の満足度は5段階評価で「４.３９」と

高い満足度となっています。

整備局では次年度もこうしたニーズの高い研修を複数

回計画しており、当協会としても北陸ICT戦略推進委員

会の一員として、建設機械施工の技術向上と人材育成の

取り組みに、引き続き協力していきます。

※（ ）内は講師名

※講師は8/27・28とも日本キャタピラー

3DMC施工実習の解説
〔遠隔操作室〕

研修実施結果

資料提供：北陸地方整備局



　

　

　

　

　

建設技術報告会

技術報告内容

北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るた

め、官公庁及び民間の建設会社において、新たに研

究開発された新技術・新工法等を報告することによ

り、研究開発技術の普及を図ることを目的として開

催しているものです。当北陸支部は実行委員会の構

成機関として運営に参加しています。

報告会の開催方式は、令和2年度に新型コロナウ

イルス感染対策として、オンデマンド配信による

WEB方式を採用して以降、ＤＸ及び働き方改革の推

進として毎年、同方式で開催されています。

令和6年度は、令和7年1月10日～1月31日までの土

日を含む22日間で終日視聴可能で、1題ずつの視聴も

できるため、時間の都合に合わせて聴講できるもの

となっており、期間内で956名が聴講されました。

発表課題は22題となり、当支部の会員企業からも7

社から7題の発表がありました。
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建設技術報告会の開催概要



　

　

　

　

　

経験者から学ぶ･･･除雪車の運転操作上達のかんどころ

当支部では、道路除雪作業の経験が少ない者に対

する除雪オペレータ教育や除雪作業全般に係る安全

確保を目的として、「経験者から学ぶ…除雪車の運

転操作上達のかんどころ」を平成23年に第1版を作成

しました。

発行以降、一部の除雪車で仕様の変更や機能改善

が実施され、当該除雪車の普及が図られてきたこと、

また、作成から10年以上が経過し、内容の見直しや

拡充が必要となったことから、令和6年9月に「経験

者から学ぶ・・・除雪車の運転操作上達のかんどこ

ろ（改訂版）」を作成し、当支部ホームページにて

公開しました。

幹線国道に配備される車道用除雪車を対象とした

「運転操作のかんどころ」のほか、除雪オペレータ

として認識すべき安全施工上の注意事項を、わか

りやすく記述した内容としています。

除雪車の規格、機能が異なる地方自治体の除雪

作業に従事するオペレータにも、参考となる内容

になっています。

近年、１人乗り仕様の除雪車の導入やオペレー

タ不足による１人乗務も余儀なくされていること

などから、現場作業を通じて、熟練オペレータの

除雪技術を若手オペレータに伝承する機会が減少

する傾向にあります。

本資料の活用により、除雪車の運転操作技術の

向上及び次世代への技術伝承、道路除雪作業の持

続的発展の一助となることを期待するものです。

除雪車の運転操作上達のかんどころ（改訂）

目　　次

 １．降雪前の準備 

 ２．作業前の準備・点検

 ３．乗降時の注意事項

 ４．除雪作業時の注意事項 

 ５．除雪車の運転操作

　５．１ 除雪トラック 

　５．２ 除雪グレーダ

　５．３ 除雪ドーザ 

　５．４ ロータリ除雪車

　５．５ 凍結防止剤散布車 

 ６．除雪作業終了時の注意事項

 ７．日常点検整備の注意事項 

 ８．事故事例と防止対策 内容の一部
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全　般 除雪作業に全般に係る留意事項は、時系列順に整理し、記述した。

除雪トラック・除
雪グレーダ

効率的な路面整正を実施するための切削角操作 「刃研ぎ」 を加筆した。

除雪グレーダ カッティングエッジの片減り防止について、具体的な押付力を示し、詳述した。

ロータリ除雪車 除雪距離（走行変速段）、投雪距離（作業変速段）、除雪量の関係を図示、項目別に詳述した。

凍結防止剤散布車 腐食防止に対する日常管理、湿潤式散布の施工上の留意事項を加筆した。

小形除雪機
当支部発行の「歩道除雪機械安全施工マニュアル ハンドガイド除雪機編）(R4.11)」によるものと
し、内容から除外した。

主な改訂箇所 （初版→改訂版）

Akashiya Communication



　

　

　

　

　

道路除雪講習等の講師派遣

毎年、地方自治体や他機関等からの依頼を受け、

除雪講習等への講師派遣を行っております。

派遣先は北陸地方に限らず、関東方面へも支援

を実施しており、今年度はJCMA本部が開催する

「関東甲信地区道路除雪講習会」のほか、5回の研

修・講習会に講師を派遣しました。

国土交通省施工企画研修での講義

地方自治体等への除雪講習支援

新潟市車道除雪オペレータ研修

（講師:穂苅技師長）

Report
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講義内容は、北陸で実施している除雪講習会の

資料を基本としつつ、講義時間や地域によりアレ

ンジした内容としております。

また、道路除雪に限らず、建設機械に伴う労働

災害防止の講義についての依頼もあり、当支部の

部会委員の中から可能な限り、講師派遣を実施し

ているところです。

実施日 依頼元 研修・講習会名 受講者数 研修・講習場所

 令和6年10月29日（火） ＪＣＭＡ 本部 関東甲信地区道路除雪講習会 68名 機械振興会館＋オンライン

 令和6年10月31日（木） 日光建設業協同組合 日光市除雪・維持管理講習会 41名 栃木県日光市　大沢公民館

 令和6年11月12日（火）
新潟市土木部
土木総務課

新潟市車道除雪オペレータ研修 79名 新潟テルサ

 令和6年11月14日（木） 国土交通大学校
国土交通省施工企画研修
（基本コース）

26名
東京都小平市
　国土交通大学校

 令和6年11月15日（金） 妙高市建設課 除雪作業に関する安全講習会 71名 妙高市勤労者研修センター

 令和7年 2月27日（木） 日建連北陸支部
建設工事に伴う交通事故防止講
習会

80名 新潟県建設会館

妙高市除雪作業に関する

安全講習会での講義



　

　

　

　

　

道路除雪機械整備実態調査 ～アンケートの一次集約～

道路除雪の主力である除雪機械のメンテナンス

を行う整備事業者において、整備要員の不足や働

き方改革等によりメンテナンス体制の持続可能性

が懸念されます。

そのため、北陸地方整備局管内における除雪機

械の整備を担当する事業者を対象に、整備需要や

整備要員等の実態を把握し、除雪機械整備業の持

続的発展に資する基礎資料を得ることを目的とし

て、調査を実施したものです。

調査は、北陸地方整備局が所有する除雪機械の

整備作業受注者を対象として、当支部会員及び非

会員の整備業31社に対してアンケート調査を依頼

しました。

その結果、18社（回答率58％）、23事業場（道

路運送車両法に規定する地方運輸局長の認証を受

けた工場）から回答が得られました。

業態別、地域別のアンケート回答事業場数は下

図のとおりです。

収集データの精査、過年度（概ね5年前(平成30

年度)）と現状（令和5年度）の傾向分析を行うと

ともに、人口減少、少子高齢化により担い手の確

保が困難となる中、限られた労働力で適切な機械

整備を持続的に実施するため、管理者、使用者、

機械メーカー、整備業者に求められる課題（事

項）の抽出と整理を行う観点で、平成7年度にと

りまとめを行う計画としています。

とりまとめ結果は支部ホームページで公表する

予定としております。

道路除雪機械整備実態調査
Report
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地域別 アンケート回答 事業場数
N=23

凍結防止剤散布車の整備 （三越）除雪グレーダの整備 （コマツ富山）

【アンケート項目】

１．事業場の概要

２．整備入庫台数

３．整備関係従業員数

３-１ 整備要員（工員）の年齢構成

３-２ 整備要員（工員）の実務経験年数

３-３ 整備要員（工員）の時間外労働時間

３-４ 整備要員（工員）の勤務形態

３-５ 冬期間の整備要員（工員）の体制

４．除雪機械整備台数

４-１ 除雪機械の整備に関する課題

４-２ 外注整備の理由

４-３ 整備の効率化・省力化の取り組み

４-４ 代替車両の必要性

５．レバーレート

６．その他

Akashiya Communication



　

　

　

　

　

「路面消・融雪施設等設計要領（最終改訂平成20

年5月）」は、昭和56年に初版が発刊されて以降、雪

寒地域で消・融雪施設を整備する技術者にとっての

必携の技術書として活用されてきています。

近年、短期集中的な大雪により交通障害が発生す

る事象が頻発しており、これまで消・融雪の対象と

してこなかった交通障害箇所への消・融雪施設の導

入が進められるなど、新たなニーズが高まりつつあ

ります。一方、既存設備でも、ゲリラ豪雪にも対応

しうる消・融雪能力の向上を期待する声も高まって

いますが、現行の設計要領では地域ごとの差異や、

近年の気候変動に対応していないという課題が懸念

されるものとなっています。

また、現在では全国各地の時間降雪量がデータ化

されており、消・融雪施設にも気象データに基づく

路面消･融雪施設等設計要領（改訂）
Report
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統計処理によって設計降雪量が設定可能な状況と

なっています。

このような背景を踏まえ、気象情報の収集活用、

大雪にも対応できる最新の設計降雪量、用途ごと

の融雪目標レベルの考え方などを整理しつつ、融

雪関連技術の開発動向も踏まえた改訂を行うため、

「路面消・融雪施設等設計要領改訂編集委員会」

を設置し、改訂に向けた検討に着手しました（委

員長:長岡技術科学大学教授 髙橋 修 (当協会北陸

支部長)）。

令和7年度に改訂作業を完了し、改訂版を刊行す

る計画としています。

なお、本編集委員会は、当協会及び(一社)北陸

融雪技術協会並びに(一社)新潟県融雪技術協会の

３協会協働で取り組みを実施するものです。

◆編集委員会体制

役　職 所　　属

委員長 長岡技術科学大学　副学長　環境社会基盤系　教授　

委　員 北陸地方整備局　道路情報管理官

　〃 　　　〃　　道路管理課長

　〃 　　　〃　　施工企画課長

　〃 　　　〃　　北陸技術事務所　副所長

　〃 新潟県土木部　　道路管理課長

　〃 富山県土木部　　参事・道路課長

　〃 石川県土木部　　道路整備課長

　〃 福井県土木部　　道路保全課長

　〃 新潟市土木部　　土木総務課長

　〃 東日本高速道路㈱　新潟支社　道路事業部事業統括課長

　〃 中日本高速道路㈱　金沢支社　環境・技術課長

　〃 (公社)雪センター　監事

　〃 (一社)北陸融雪技術協会　会長

　〃 (一社)新潟県融雪技術協会　会長

◆編集幹事会体制

役　職 所　　属

幹事長 長岡技術科学大学　機械系教授　

幹　事 北陸地方整備局　道路構造保全官

　〃 　　　〃　　施工企画課長補佐

　〃 　　　〃　　北陸技術事務所　雪害対策官

　〃 　　　〃　　北陸技術事務所　雪害防災減災課長

　〃 新潟県土木部　　道路管理課雪寒事業係副参事

　〃 富山県土木部　　道路課雪対策係長

　〃 石川県土木部　　道路整備課雪寒・安全対策グループ課長補佐

　〃 福井県土木部　　道路保全課雪・安全対策グループ主任

　〃 新潟市土木部　　土木総務課　主幹

　〃 東日本高速道路㈱　新潟支社　道路事業部事業統括課長代理

　〃 中日本高速道路㈱　金沢支社　品質検査課長代理

　〃 (公社)雪センター　監事

　〃 (一社)日本建設機械化協会　北陸支部　施工技術部会長

　〃 (一社)北陸融雪技術協会　技術委員長

　〃 (一社)新潟県融雪技術協会　技術委員長

北陸地方整備局　施工企画課　機械設備係長

(一社)日本建設機械施工協会　北陸支部事務局長

(一社)北陸融雪技術協会　監事

(一社)北陸融雪技術協会　技術副委員長

(一社)新潟県融雪技術協会　無散水部会長

(一社)新潟県融雪技術協会　事務局長

(事務局)

路面消･融雪施設等設計要領

（現行は平成20年5月改訂版）

第1回路面消･融雪施設等設計要領改訂編集委員会・幹事会
合同会議 （令和7年1月21日北陸地方整備局会議室）

路面消･融雪施設等設計要領 改訂編集委員会の設置



　

　

　

　

　

1級・2級建設機械施工管理技術検定

建設業法に基づく建設機械施工管理技士

補（第一次検定合格者）及び建設機械施工

管理技士（第二次検定合格者）になるため

の国家試験で、当協会は法令で定められた

指定試験機関として技術検定試験を行って

おります。

第二次検定 実技試験 (1種;ブルドーザー)

～建設機械施工～

1級・2級検定試験／外国人試験

Akashiya Communication
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建設機械施工技能実習評価試験(外国人試験)

外国人技能実習制度は、開発途上国等の青壮年労

働者を一定期間日本の産業界に受け入れて、産業・

職業上の技能・技術・知識を習得させ、開発途上国

への技術移転を図り、その国の経済発展を担う人材

育成に寄与することを目的とした制度で、当協会で

は、厚生労働省の承認を受け、外国人技能実習生の

技能実習評価試験を、建設機械施工分野について実

施しています。
受検者数の増加に伴い、令和3年度から北陸管内

でも金沢市の会場で試験が実施されており、令和6

年度は年5回（5･8･11･1･3月期）で計7日間の試験を

実施しました。
実技試験 (締固め_8月期)

実技試験 (掘削;小型_11月期)

【第一次検定・第二次検定（筆記試験）　受検者数】　令和6年6月16日(日)

第一次 269

第二次(筆記) 20

小計 289

1種 2種 3種

68 513 18

4種 5種 6種

50 10 1

第二次(筆記) 94

小計 684

973

共通

590

合計

朱鷺メッセ
（新潟市）

１級

２級

第一次

【受検者数】

第1類 第2類 第3類 第4類

押土・整地 積込み 掘削 締固め

5月22日
8月22日 23 2 19 4
11月6日 17 9 8
11月7日 16 4 16 13
1月15日 13 4 10 5
3月5日 16 1 6 10
3月6日 16 2 16

5月22日
8月22日 1 3 2
11月6日 7 12 5
11月7日 3 5
1月15日 7 11 3
3月5日 2 3 11 2

8月22日 1 1
3月5日 2 2

計 124 16 118 55

実施期

学科 実技

初回 再試験

(本部で実施) (本部で実施)

専門級

(本部で実施) (本部で実施)

CAT北陸
教習ｾﾝﾀｰ
（金沢市）

初　級

上　級

級別

北陸支部では北陸管内の試験会場を担当

しており、第一次検定及び第二次検定〔筆

記試験〕は令和6年6月16日(日)、第二次検定

〔実技試験〕は8月24日(土)に実施しました。

【第二次検定（実技試験）　受検者数】　令和6年8月24日(土)

1級 14 4 5 0 5

2級 44 3 33 2 6

合計 58 7 38 2 11

ｺﾏﾂ教習所
（小松市）

4種級別 のべ人数 1種 2種 3種



　

　

　

　

　

■ゴルフ大会 成績表

スタート前の記念撮影等 優勝者の谷 義弘さん（右側）

支部会員相互の親睦を深めるため、親睦ゴルフ大

会を毎年1回開催しており、今年度は令和6年9月13日

にノーブルウッドゴルフクラブ（新発田市藤塚浜）

で開催しました。

今年の参加者は当初20名の予定でありましたが、

開催直前2名の都合が悪くなり事務局を含めて18名に

てプレーを楽しみました。

競技は例年どおり秋晴れのなか、Ｗペリア(12Ｈ)方

式で全てのロングホール・ショートホールでドラコ

ン賞4ホール、ニヤピン賞4ホールで実施しました。

ＪＣＭＡ親睦ゴルフ大会Report
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今年度の優勝者は令和３年の親睦ゴルフ大会で

ホールインワンを達成されました福井コンピュー

タ㈱の「谷 義弘」様が見事に優勝されました。

優勝者のグロスは82であり、ほぼプロ級の腕前で

あります。

親睦ゴルフ大会が毎年１回開催されていますが、

参加者からは「年２回実施してはどうか」といっ

たお声があり、普及部会にて検討していきます。

また、次回のＪＣＭＡ親睦ゴルフ大会には大勢の

参加をお待ちしております。

順　位 競技者名 OUT ＩＮ GROSS HDCP NET 備考

優　勝 谷　　義弘 41 41 82 12.0 70.0 ＢＧ賞

準優勝 松浦　正幸 44 49 93 20.4 72.6

３　位 矢尾板　勝仁 48 41 89 15.6 73.4

４　位 坪内　昭雄 49 45 94 19.2 74.8

５　位 市村　幸晴 41 45 86 10.8 75.2



■ 令和5年度北陸支部支部監査

　月　日： 令和6年4月23日（火）

　場　所： 興和ビル　１0Ｆ小会議室

　 　出席者： 支部監査役　樋口　智　、二宮　康行

　議　題： 業務監査（支部業務全般にわたる適正

　　　　　　　適法性について）

会計監査（賃借対照表、正味財産増減計算書

　　　　　　　財産目録の適正、適法性について）

■  令和6年度第1回運営委員会、 ■ 令和6年度第2回運営委員会

　　　　　　　　　　　　　　北陸支部第13回通常総会 　月　日： 令和７年３月１８日（火）

　月　日： 令和6年5月22日（水） 　場　所： 東映ホテル

　場　所： 新潟東映ホテル 　出席者： 髙橋北陸支部長ほか13名（運営委員）

　出席者： 丸山北陸支部長ほか17名（運営委員） 支部監査役1名、事務局4名

支部監査役2名、事務局4名 　議　題： ①令和7年度　事業計画（案）について

　議　題： ①令和5年度 事業報告に関する件 　 ②令和7年度　収支予算（案）について

　 ②令和5年度 決算報告に関する件

　  ③令和6～7年度 役員に関する件

④令和6年度 事業計画に関する件

⑤令和6年度 収支予算に関する件

⑥令和6年度 永年会員・永年役員勤続表彰、

優良建設機械運転員・整備員表彰

　

Akashiya Communication
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■北陸地方整備局 災害対応功労者団体 感謝状贈呈式 

月  日 ： 6 月 21 日（金） 

場  所 ： 北陸地方整備局 4Ｆ共用会議室 

出席者 ： 髙橋支部長 

内  容 ： 令和 6 年 1 月能登半島地震に対する対応 

■北陸地方防災エキスパート運営委員会 

月 日 ： ８月８日（木） 

場 所 ： アートホテル新潟駅前 

出席者 ： 支部事務局 堤（運営委員） 

議 題 ： 専 門 防 災 エキスパートの追加 選 出 について 

能 登半 島 地 震での対 応 を踏 まえた今 後 の 

活 動のあり方 について 

■北陸技術事務所専門防災エキスパート(機械・電通) 意見交換会 

月  日 ： 7 月 10 日（水） 

場  所 ： 北陸技術事務所 1Ｆ大会議室 

出席者 ： 支部事務局 堤（機械班総括）ほか 11 名、北技職員 17 名 

内  容 ： ①北陸技術事務所事業概要及び災害対応事例について 

②北陸地方防災エキスパートの概要と活動について 

③専門防災エキスパート業務内容について 

④意見交換 

■第１回企画部会 

月  日 ： 4 月 23 日（火） 

場  所 ： 書面審査 

議  題 ： 令和 5 年度事業報告、決算報告について 

■北陸地方整備局 令和 6 年度 第 1 回機械技術研究会 

月 日 ： ９月１９日（木）-２０日（金） 

場 所 ： 北陸地方整備局ほか現場 4 箇所 

参加者： (北陸地方整備局) 姫野 施工企画課長ほか 18 名 

(北陸建設振興会議) 堤 機械技術委員長ほか 6 名 

 内 容 ： (1 日目)排水機場機械設備の設計施工・維持管理検討 

・西川排水機場、鳥屋野潟排水機場の視察および意見交換 

(2 日目)除雪機械の維持管理整備手法の検討 

・機械整備工場 2 か所の視察および意見交換 

■北陸地方整備局 災害対応功労者企業 感謝状贈呈式 

月 日 ： 11 月 8 日（金） 〔金沢会場〕 

11 月 11 日（月） 〔新潟会場〕 

場 所 ： 〔金沢会場〕石川県地場産業振興センター コンベンションホール 

〔新潟会場〕北陸地方整備局 4Ｆ共用会議室 

対象者 ： 支部会員企業 3 社〔千代田機電(株)、(株)三越、山崎サービス(株)〕 

内  容 ： 令和 6 年 1 月能登半島地震に対する対応「北陸地方整備局との災害

協定に基づく現地支援活動（災害対策用機械整備作業）」 

■(公社)全国防災協会 令和 6 年度災害復旧及び 

災害防止事業功労者表彰式 

月 日 ： １１月１１日（月） 

場 所 ： 砂防会館別館「シェーンバッハ・サボー」 

出席者 ： 髙橋支部長 （代理出席:穂苅技師長） 

内 容 ： 令和 6 年能登半島地震対応への功労 

■令和 6 年度 北陸防災連絡会議 幹事会 

月 日 ： ２月７日（金） 

場 所 ： 書面開催 

参加者 ： １０４機関 

内 容 ： 各機関からの情報提供（18 機関から資料提供） 



　

■「ゆきみらい 2025in 上越」第 1 回事務局会議 

月  日 ： 7 月 11 日（木） 

場  所 ： 北陸地方整備局 4Ｆ会議室+WEB 

出席者 ： 支部事務局 浦澤、堤 

内  容 ： ①「ゆきみらい 2025in 上越」実行委員会規約について 

②実施内容（案）、役割分担（案）について 

③予算（案）、会計処理要領（案）について 

④今後のスケジュールについて ■「ゆきみらい 2025in 上越」第 1 回実行委員会 

月  日 ： 7 月 31 日（水） 

場  所 ： 上越市役所 4Ｆ会議室+WEB 

出席者 ： 支部事務局 浦澤 (WEB 参加) 

内  容 ： ①「ゆきみらい 2025in 上越」実行委員会規約について 

②実施内容（案）、役割分担（案）について 

③予算（案）、会計処理要領（案）について 

④今後のスケジュールについて 

■令和 6 年度 【中級】ＩＣＴ施工研修 

月 日 ： ８月２７日（火）・２８日（水） 

場 所 ： 北陸技術事務所 （北陸インフラＤＸ人材育成センター） 

受講者 ： (建設企業 26 社より)２８名 

 内 容 ： ・三次元データ作成①（データの作成、出来形管理） 

〔1 日目:福井コンピュータ、2 日目:建設システム〕 

・三次元データ作成②（バックホウ施工データ変換） 

〔日本キャタピラー(+協力企業)〕 

・３Ｄマシンコントロールバックホウ操作実習 

〔日本キャタピラー〕 

■「ゆきみらい 2025in 上越」実行委員会事務局打合せ 

月 日 ： １１月２９日（金） 

場 所 ： 北陸地方整備局 4Ｆ会議室 

出席者 ： 支部事務局 浦澤 

内 容 ： ・各実施機関の進捗状況と今後の予定について 

・調整事項について 

■ゆきみらい 2025in 上越「除雪機械展示・実演会」出展者会議 

月 日 ： １２月３日（火） 

場 所 ： 新潟県上越市 リージョンプラザ上越 会議室 

参加者： 〔出展予定者〕10社 15 名(2 社欠席) 

〔事務局〕本部水口部長ほか 5名 

内 容 ： ・ゆきみらい 2025in 上越実行委員会資料について 

・前回までの開催状況について 

・出展者状況、担当者連絡先等について 

・会場事前調査結果及びブース配置案、工程について 

・搬入搬出の各社計画中間報告について 

・その他 

■けんせつフェア北陸 2025in 新潟(仮称) 準備会 

月 日 ： １２月２５日（水） 

場 所 ： 北陸地方整備局 4F 会議室＋WEB 

出席者 ： 北陸支部 浦澤 (WEB 参加) 

議 題 ： けんせつフェア北陸 2025in 新潟(仮称)について 

・実行委員会規約(案)について 

・実施計画(案)について 

・出展募集要領(案)について 

・予算計画(案)について 

■令和 6 年度 第 2 回 企画部会 

月 日 ： １２月２５日（水） 

場 所 ： 興和ビル 10F 大会議室 

出席者 ： 支部企画部会 穂苅部会長ほか 16 名 

議 題 ： ゆきみらい 2025in 上越「除雪機械展示・実演会」について 

・ゆきみらい実行委員会資料、チラシ、ホームページについて 

・出展者応募状況、展示ブース計画、各社展示計画について 

・実演計画について 

・今後のスケジュール、搬入搬出計画、会場整備計画について 

・会場スタッフ計画について 

■ゆきみらい 2025in 上越実行委員会 第 2 回事務局会議 

月 日 ： １月８日（水） 

場 所 ： 北陸地方整備局 4F 会議室 

参加者： 支部事務局 浦澤 

内 容 ： ・各イベントの進捗状況報告 

・変更予算について 

・スケジュールについて 

・その他 

■ゆきみらい 2025in 上越 除雪機械展示・実演会 ≪開催≫ 

月 日 ： １月３０日（木）～３０日（金） 

場 所 ： 新潟県上越市 リージョンプラザ上越駐車場 特設会場 

来場者 ： （2 日間合計） ２,３７０人 

内 容 ： ・出展ブース数 １２出展者〔民間 11 社＋北陸地方整備局〕 

（うち支部会員 4 社） 

・展示車両・機器合計 ２５台 

・展示車両のうち５台により、実演コースの雪山における実演を実施 

■令和 6 年度 第 3 回 企画部会 

月 日 ： ３月１３日（木） 

場 所 ： 興和ビル 10F 大会議室 

出席者 ： 穂苅企画部会長ほか 19 名 

内 容 ： ・令和 6 年度 事業報告（見込み）について 

・令和 6 年度 決算報告（見込み）について 

・令和 7 年度 事業計画（案）について 

・令和 7 年度 収支予算（案）について 

・令和 7 年度 優良建設機械運転員・整備員表彰について 

・北陸支部第 14 回総会に向けての計画について 

■けんせつフェア北陸 2025in 新潟 屋外展示関係打合せ 

月 日 ： ２月２５日（火） 

場 所 ： 北陸支部事務室 

出席者 ： 北陸地方整備局施工企画課 小林補佐、 

北陸技術事務所 以倉副所長 

内 容 ： ・けんせつフェア北陸 2025in 新潟 屋外展示 

会場計画(案)について 

・出展者への展示案内(案)について 
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普及部会関連

■令和 6 年度 第 1 回普及部会 

月  日 ： 6 月 26 日（水） 

場  所 ： 興和ビル １0Ｆ大会議室 

出席者 ： 支部普及部会 本間部会長ほか 13 名 

内  容 ： ①除雪機械安全施工技術講習会について 

②ニイガタ除雪の達人選手権 

③建設技術報告会について 

④現場見学会について 

⑤親睦行事の実施について 

■令和 6 年度除雪機械安全施工技術講習会 

メーカー講師打合せ（ロータリ・散布車） 

月  日 ： 7 月 23 日（火） 

場  所 ： 北陸支部事務室 

出席者 ： ロータリ除雪車・凍結防止剤散布車メーカー2 社 2 名 

内  容 ： ・令和 6 年度講習会の計画について 

・講義担当日程の調整について 

・講義内容の調整について 

■令和 6 年度除雪機械安全施工技術講習会 

メーカー講師打合せ（グレーダ・ドーザ） 

月  日 ： 7 月 29 日（月） 

場  所 ： 北陸支部事務室 

出席者 ： 除雪グレーダ・除雪ドーザメーカー2 社 2 名 

内  容 ： ・令和 6 年度講習会の計画について 

・講義担当日程の調整について 

・講義内容の調整について 

■令和 6 年度 ＪＣＭＡ北陸支部親睦ゴルフ大会 

月 日 ： ９月１３日（金） 

場 所 ： ノーブルウッドゴルフクラブ 

参加者 ： 北陸支部会員１８名 ■北陸地方建設技術報告・広報委員会 

月 日 ： ３月１７日（月） 

場 所 ： 北陸技術事務所 1F 会議室 

出席者 ： 樋口普及部会委員（代理:浦澤事務局長） 

内 容 ： ・令和６年度「建設技術報告会」実施報告について 

・令和６年度「建設技術報告会」収支決算報告について 

・「北陸地方建設技術報告・広報委員会」規約（案）について 

・令和７年度「建設技術報告会」開催方針（案）について 

・令和７年度「北陸の建設技術」実施方針（案）について 

■講演会≪支部総会の特別講演≫ 

月  日 ： 5 月 22 日（水） 

場  所 ： 新潟東映ホテル 

講演者 ： 北陸地方整備局企画部長 信太 啓貴 氏 

演  題 ： 北陸けんせつミライ２０２４ 

■「建設技術報告会」第 1 回実行委員会 

月  日 ： 6 月 10 日（月） 

場  所 ： 北陸技術事務所 １Ｆ大会議室 

出席者 ： 支部普及部会 樋口委員 

内  容 ： ①「建設技術報告会」実行委員会規約 

について 

②令和６年度「建設技術報告会」実施 

計画（案）について 

③令和６年度「建設技術報告会」予算 

（案）について 

■建設技術報告会≪開催≫ 

月 日： 1 月 10 日（金）～31 日（金） 

場 所： オンデマンド配信（Ｗｅｂ開催） 

発表数：1．生産性向上、インフラ分野のＤＸ 9 題 

2．社会資本の的確な維持管理・更新 6 題 

3．雪に強い地域づくり 0 題 

4．自然災害からの安全確保 3 題 

5．環境の保全と創造 4 題 

6．その他 0 題 

計 22 題 

施工技術部会関連

■建設機械整備技術委員会 整備局打合せ 

月  日 ： 7 月 19 日（金） 

場  所 ： 北陸地方整備局 5Ｆ企画部打合せ室 

出席者 ： 北陸地方整備局 姫野施工企画課長ほか 6 名 

内  容 ： ①整備体制等検討のこれまでの経緯について 

②機械整備契約仕様書の統一、書類の簡素化 

について（意見交換） 

③除雪機械整備実態調査の計画について 

■建設機械整備技術委員会 計画打合せ 

月  日 ： 6 月 7 日（金） 

場  所 ： 北陸支部事務室 

出席者 ： 支部施工技術部会 水澤整備技術委員長ほか 3 名 

内  容 ： ①整備標準作業工数表(除雪機械編)の改訂の必要性 

等について 

②その他今年度の活動方針について 

■除雪機械安全施工技術講習会≪開催≫ 

月 日 ： １０月３日（木）～３０日（水） 

場 所 ： 新潟・富山・石川県内の７会場にて１０回開催   

受講者 ： 計９６０名 



■路面消・融雪施設設計要項改訂 打合せ 

月  日 ： 6 月 14 日（金） 

場  所 ： 北陸地方整備局 5Ｆ企画部打合せ室 

出席者 ： 北陸地方整備局 姫野施工企画課長ほか 8 名 

内  容 ： ①これまでの改訂経緯について 

②改訂方針、改定内容について 

③改訂体制、スケジュールについて 

■路面消・融雪施設等設計要領改訂「準備会」 

月 日 ： ９月３０日（月） 

場 所 ： 新潟県長岡市 (株)興和 中越支店会議室 

出席者 ： 髙橋北陸支部長 ほか 18 名（WEB 参加含む） 

議 題 ： 1 改訂の経緯に関する説明 

2 改訂方針（案）について 

3 改訂体制（案）について 

4 改訂スケジュール（案）について 

■路面消・融雪施設等設計要領改訂「第 1 回編集会議」 

月 日 ： １１月２５日（月） 

場 所 ： 新潟県上越市 「直江津学びの交流館」多目的ホール 

出席者 ： 各ワーキンググループ長ほか １８名（WEB 参加含む） 

議 題 ： ・編集委員会・幹事会について 

・改訂目次案の説明 

・各ワーキング G 方針説明 

・各ワーキング実施方針調整 

■路面消・融雪施設等設計要領改訂「第 1 回事務局会議」 

月 日 ： １２月１１日（水） 

場 所 ： 北陸地方整備局 5F 会議室 

参加者： 北陸地方整備局 施工企画課小林補佐ほか 6 名 

内 容 ： ・編集委員会・幹事会合同開催について 

・委員・幹事の委嘱について 

・会議資料について 

・その他 

■北陸地方整備局 第２回新技術活用評価会議 

月 日 ： １２月１７日（火） 

場 所 ： 北陸技術事務所 1 階大会議室 

出席者 ： 支部施工技術部会 星野部会長 

内 容 ： （１）事後評価 ３技術 

（２）有用な技術の選定 

（３）令和 7 年度推奨技術候補の選定 

■北陸地方整備局 第 1 回新技術活用評価会議 

月  日 ： 6 月 19 日（水） 

場  所 ： 北陸地方整備局 4Ｆ共用会議室 

出席者 ： 支部施工技術部会 星野部会長 

内  容 ： (１)事後評価 ３技術 

(２)有用な技術の選定 

■北陸地方整備局 第３回新技術活用評価会議 

月 日 ： ３月６日（木） 

場 所 ： 北陸技術事務所 1 階大会議室 

出席者 ： 支部施工技術部会 星野部会長 

内 容 ： （１）事後評価 ３技術 

（２）有用な技術の選定 

■令和６年度 第１回 北陸ＩＣＴ戦略推進委員会 

月  日 ： 7 月 9 日（火） 

場  所 ： 書面開催 

参加者 ： 支部施工技術部会 樋口 ICT 推進委員長 

内  容 ： ①令和６年度 北陸ＩＣＴ戦略推進委員会 規約について 

②令和５年度 ICT の普及・拡大に向けての取組結果及び 

令和６年度計画報告について 

■令和 6 年度 第 2 回 北陸 ICT 戦略推進委員会 

月 日 ： ２月１９日（水） 

場 所 ： 北陸技術事務所 1F 会議室 

出席者 ： 支部施工技術部会 樋口 ICT 推進委員長 

内 容 ： ①令和 6 年度取組結果・令和 7 年度取組計画報告（北陸地方整備局）

について 

②ICT 関連講習会等 開催案内の整備局 HP 掲載について 

③令和 6 年度取組結果・令和 7 年度取組計画報告（推進委員会各機

関）について 

■令和 6 年度 施工技術部会 第 1 回建設機械整備技術委員会 

月  日 ： 7 月 23 日（火） 

場  所 ： 興和ビル １0Ｆ大会議室 

出席者 ： 支部施工技術部会 水澤整備技術委員長ほか 14 名 

内  容 ： ①令和 6 年度事業計画について 

②整備標準作業工数表(除雪機械編)の改訂の必要性 

等について 

③点検整備における効率的維持管理について 

④除雪機械整備実態調査について 

■除雪機械整備実態調査≪アンケート調査≫ 

月 日: 8 月 29 日（木）～12 月 25 日（水） 

対 象： 北陸地方整備局の除雪機械を整備している 30 社 

内 容: 各事業場における除雪機械の年間整備台数、整備工

員数などについて、令和 5年度及び概ね 5年前との

比較をアンケートにより実態調査 

※次年度に解析予定 

回答数: 18 社 23事業場より提供 

■消・融雪施設等設計要領改訂ワーキンググループ作業説明会 

月 日 ： ２月５日（水） 

場 所 ： 興和ビル 6F 会議室＋WEB  

参加者 ： ワーキング委員 22 名（WEB 参加含む） 

内 容 ： ①1/21 改訂編集委員会・幹事会合同会議の概要 

②今後の作業打合せ 

■第 1 回路面消・融雪施設等設計要領改訂編集委員会・幹事会合同会議 

月 日 ： １月２１日（火） 

場 所 ： 北陸地方整備局 4F 会議室 

参加者： 髙橋委員長ほか委員 13名、上村幹事長ほか幹事 15名、事務

局 6名 

内 容 ： ・設立趣意（案）について 

・路面消・融雪施設等設計要領編集委員会の組織について 

・路面消・融雪施設等設計要領の改訂について 

・その他 
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雪氷部会関連

その他

■令和 6 年度 第 1 回雪氷部会 

月  日 ： 7 月 23 日（火） 

場  所 ： 興和ビル １0Ｆ大会議室 

出席者 ： 支部雪氷部会 八橋部会長ほか 12 名 

内  容 ： ①令和 5 年度実施報告について 

②令和 6 年度事業計画について 

③「除雪車運転操作上達のかんどころ」改訂について 

④除雪講習会及び除雪講習支援について 

■令和 6 年度 関東甲信地区道路除雪講習会 【講師派遣】 

月 日 ： １０月２９日（火） 

場 所 ： 機械振興会館＋オンライン講習 

派遣講師：穂苅技師長 

講義内容：道路除雪の施工法について 

■日光市 令和 6 年度除雪・維持管理講習会 【講師派遣】 

月 日 ： １０月３１日（木） 

場 所 ： 栃木県日光市 大沢公民館 

受講対象者：日光市除雪協力業者、市建設業団体等 

派遣講師：穂苅技師長 

講義内容：道路除雪施工方法、安全対策について 

■新潟市 令和 6 年度車道除雪オペレータ研修 【講師派遣】 

月 日 ： １１月１２日（火） 

場 所 ： 新潟テルサ 大会議室 

受講対象者：新潟市除雪協力業者の若手オペレータ 

派遣講師：穂苅技師長 

講義内容：道路除雪施工方法、安全対策について 

■国土交通大学校 令和 6 年度施工企画研修(基本コース)  

【講師派遣】 

月 日 ： １１月１４日（木） 

場 所 ： 国土交通大学校 

受講対象者：国土交通省の機械系職員 

派遣講師：穂苅技師長 

講義内容：維持用建設機械(除雪機械)について 

■妙高市 令和 6 年度除雪作業に関する安全講習会 【講師派遣】 

月 日 ： １１月１５日（金） 

場 所 ： 新潟県妙高市 勤労者研修センター 大研修室 

受講対象者：市道の除雪作業従事者(除雪責任者、運転手、助手) 

派遣講師：穂苅技師長 

講義内容：除雪機械の作業方法及び点検方法について 

■日建連北陸支部 建設工事に伴う交通事故防止講習会 

 【講師派遣】 

月 日 ： ２月２７日（木） 

場 所 ： 新潟県建設会館 5F 会議室 

受講対象者：日建連会員 80 名 

派遣講師： 建設機械整備技術委員 髙橋慎一 

（日本キャタピラー合同会社） 

講義内容：建設機械による労働災害の事例と対策 

■建設機械施工管理技術検定試験〔実技試験〕 

月 日 ： ８月２４日（土） 

場 所 ： 石川県小松市 コマツ教習所粟津センタ 

受検者 ： １級第二次検定（実技） １４名 

第 1 種: 4 名  第 2 種: 5 名  第 4 種: 5 名 

２級第二次検定（実技） ４４名 

第 1 種: 3 名  第 2 種:33 名  第 3 種: 2 名 

第 4 種: 6 名 

■建設機械施工管理技術検定試験〔筆記試験〕 

月 日 ： 6 月 16 日（日） 

場 所 ： 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 

受検者 ： １級第一次検定:269 名 

１級第二次検定（筆記）：20 名 

2 級第一次検定：共通：590 名 

第 1種:68 名 第 2種:513 名 第 3 種:18名 

第 4種:50 名 第 5種:10名 第 6種:1名 

2 級第二次検定（筆記）：94 名 

■建設機械施工 外国人技能実習評価試験（８月期） 

月 日 ： ８月２２日（木） 

場 所 ： 石川県金沢市 CAT 北陸教習センター 

受検者： 学科 ２６名（初級、専門級） 

実技 ２９名（掘削(小、大)、締固め） 

■建設機械施工 外国人技能実習評価試験（１１月期） 

月 日 ： １１月６日（水）・７日（木） 

場 所 ： 石川県金沢市 CAT 北陸教習センター 

受検者： 学科 ４７名（初級、専門級） 

実技 ５５名（掘削(小、大)、締固め） 

■建設機械施工 外国人技能実習評価試験（１月期） 

月 日 ： １月１５日（水） 

場 所 ： 石川県金沢市 CAT 北陸教習センター 

受検者： 学科 ２４名（初級、専門級） 

実技 ２９名（掘削(小、大)、締固め） 

■建設機械施工 外国人技能実習評価試験（３月期） 

月 日 ： ３月５日（水）・６日（木） 

場 所 ： 石川県金沢市 CAT 北陸教習センター 

受検者： 学科 ４２名（初級、専門級、上級） 

実技 ４７名（掘削(小、大)、締固め） 

■経験者から学ぶ・・・除雪車の 

運転操作上達のかんどころ（改訂版） 

 ≪支部ホームページに掲載≫ 

月 日： 8 月 26 日（月）～ 
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販　売　図　書　名　 発行年月
販売価格
(非会員)
税込（円)

販売価格
(会 員)

税込（円)
備　　　　　　考

国土交通省“建設機械等損料算定表”の内容に準拠

・機械経費・損料等に関する通達・告示等を掲載

・燃料・電力消費率を掲載

・排出ガス対策規制強化による機械の見直し

・除雪グレーダの機種統合

・除雪ドーザの生産中止や事業譲渡による見直し

　◆令和7年度版 建設機械等損料表 R7.4 9,680 8,228

良好な使用実績を示した国産および輸入の各種建設
機械、作業船、工事用機械等の主要緒元、性能、特
長等の技術的事項、写真等のデータを網羅

　◆日本建設機械要覧 2025年版 R7.3 53,900

R6.5 6,600 5,610
　◆大口径岩盤削孔工法の積算
　　　　　　　　　　　　　　　令和6年度版

　◆よくわかる建設機械と損料 2024

　◆橋梁架設工事の積算
　　　　　　　　　　　　　　　令和6年度版

R6.5 別冊　橋梁補修･補強工事 積算の手引きがセット

R6.5 7,260 6,171 建設機械等損料表の解説書

45,100

12,100 10,285

R6.12 13,200

　◆建設機械整備標準作業工数表
　　（除雪機械編）　　　令和元年度版

R1.7 8,800 6,600

11,220
ある程度技術知識のある人が建設機械及びそれを用
いた建設施工の基礎と実践的な方法を学ぶ書

　◆建設機械施工ハンドブック（改訂5版）

行　　　事　　　予　　　定 時　期 開　催　場　所

　●令和7年度 北陸支部通常総会 R7.5.27 東映ホテル

　●令和7年度 建設機械施工管理技術検定試験
　　　　　　　　　 （第一次検定、第二次検定（筆記））

R7.6.15 朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）

　●令和7年度 建設機械施工管理技術検定試験
　　　　　　　　　 （第二次検定（実技））

R7.8下旬 コマツ教習所㈱粟津センタ（小松市）

　●けんせつフェア北陸2025 in新潟 R7.10.1～10.2 新潟市産業振興センター

　●令和7年度 除雪機械安全施工技術講習会 R7.10上旬～下旬 新潟・富山・石川県内で7会場を予定

　●令和7年度 建設技術報告会 R8.1 予定 ＷＥＢオンデマンド配信

　●令和7年度 外国人技能評価試験（学科及び実技試験）
5・8・11・1・3月の5回

予定
ＣＡＴ北陸教習センター（金沢市）

参　考　資　料　名　 発行年月 備　　　　　　考

本資料は、道路除雪作業の経験が少ない人たちへの除雪オペレータ教育
や安全確保の講習等に活用していただくことを念頭に教本としてまとめたも
の。

雪国の道路除雪を支える除雪機械のオペレータの経年変化を把握するた
め、北陸地方整備局、新潟県、富山県、石川県の道路除雪受注者を対象
に、平成3（1991）年度から概ね5年毎にアンケート調査を実施。

◇経験者から学ぶ除雪車の運転操作上達
のかんどころ

R6.9

◇道路除雪オペレータ実態調査報告
　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度版

R5.9

【北陸支部参考資料】 ※支部ホームページの「文献・報告書」より無料ダウンロードできます。



編 集 後 記

JCMA北陸支部だより｢あかしや通信№43｣を

お届けします。

いくつかの記事は担当委員に作成しても

らっていますが、それ以外の殆どは事務局一

人で手作業により構成と執筆を行っています

ので、誤字や読みづらい箇所も多々あるかと

思いますが、大目に見ていただければと存じ

ます。

令和6年度の事業を振り返ってみますと、特

筆すべきは今年1月末に開催された｢ゆきみら

い2025in上越 =除雪機械展示・実演会=｣が挙げ

られるかと思います。前回の北陸開催は新型

コロナの影響により2021を1年延期し、翌2022

はまん延防止措置により、結局現地開催は中

止となったため、北陸地域では今回が実に7年

ぶりの会場開催となりました。開催期間中は

北陸の冬特有の強風とみぞれに見舞われる状

況でしたが、ご参加いただいた皆様からのご

協力と温かいご声援により、無事終えること

ができましたことは、感謝の念に堪えません。

余談ですが、開催後の翌週以降2月に入ってか

ら、全国的に大雪による幹線道路の予防的通

行止や不要不急の出控えを促すような気象状

況が相次いだ冬となったことはご承知のとお

りです。

さて、令和7年度の事業もこれまでと同様に

会員の皆様のお力を借りなければならないも

のばかりとなっています。

皆様方にご迷惑をおかけすることもあろう

かと思いますが、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。

今回発刊した「あかしや通信」が北陸支部

事業へのご理解の一助となれば幸いです。

また、ご意見等ありましたら事務局へご連

絡をお願いいたします。

【広報委員会事務局】
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会員情報（会員数及び新入会員）

令和6年度 会員数及び新入会員

業　種　別 会員数

製 造 業 16社

建 設 業 66社

商 事 会 社 1社

機 械 整 備 業 28社

レ ン タ ル 業 6社

そ の 他 14社

計 131社

会　社　名 指定代表者名 住　　所 入会日 業種 電話番号 FAX

1
中日本高速オート
サービス㈱
　北陸営業所

北陸営業所長
　　鈴木　靖亀

金沢市神野町東202
金沢ﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ2F

令和6年12月19日
機械

整備業
076-256-3150 076-256-3151

2
㈱イクシス
　甲信越拠点

甲信越拠点長
　　沢口　　敦

長野市栗田2009
ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽﾘｰﾋﾟｰ1F

令和7年3月18日 その他 026-217-6407 026-217-6408

１．令和７年３月末現在の会員数（業種別）

２．令和６年度の新入会員



　

　

　

「あかしや通信」は当支部のホームページでご覧いただけます。

一般社団法人

日本建設機械施工協会北陸支部

〒９５０-０９６５　新潟市中央区新光町６－１　興和ビル９F

TEL  （０２５）２８０－０１２８

FAX  （０２５）２８０－０１３４

Ｅ-ｍａｉｌ ： ｊｃｍａｈｏｋｕ＠ｂｅｉｇｅ.ocn.ne.jp

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｊcma-hokuriku.info/




